
さいたま市議会　自由民主党議員（浦和区）

Q �12月定例会に「新庁舎整備基本構想素案」が示された。具体化について地元住民の意見・要望をよく聞
いて、素案に反映していくと答弁していたが、その前に素案ができている。まるで市役所移転が決定した
ようなインフォメーションをしている。印象操作も甚だしい。全く順序が逆であると思うがどうか。

A	 市報やホームページ、SNS、公共施設への配架などの方法を通じて周知務めてきた。

Q浦和区自治連等から要望書が出たことは、市民への通知が徹底していないことを物語っているが、その
内容は。

A	 �令和３年11月29日に浦和区自治連合会より、本庁舎移転等についてご要望をいただいた。中身として
は、地元に説明がないスケジュールが性急すぎるなどの意見をいただいた。しっかりと受け止め、市民
の皆様に丁寧に説明しながらご意見を頂いて検討を進めていきたい。

Q市役所がなくなれば、人流が変わり、地元の商店、企業、経済に影響を及ぼすと思うが、経済効果（損失）
の試算はしたのか。

A	 経済効果については試算はしていない。

Q�市長は、令和３年２月定例会でいきなり、10年後の移転を表明した。そして、令和３年12月定例会前に
新庁舎整備基本構想素案を出してきた。このような進め方はあまりに乱暴だし、住民不在、移転ありきで
性急ではないか。

A	 �市報やホームページ、SNS、公共施設への配架などの方法を通じて周知を務めてきた。性急に進めてき
たとは考えていない。

○�合併協定書と本庁舎整備審議会の答申
について

○新庁舎整備等基本構想（素案）について
○市民への周知方法について
○地元商店、企業、経済への影響について
○全てが移転ありきで性急ではないか
○議会の特別決議と住民投票について

清水市長他執行部は以下のような	
無責任な答弁に終始した。
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令和3年12月議会での一般質問
市役所移転問題について

さいたま市役所移転問題について

私は地元選出議員として、行政のまち浦和からの
市役所移転には断固反対の立場です。



1回目▶日時：令和4年 4月10日㊐ 10：00～　場所：埼 玉 会 館　小ホール
2回目▶日時：令和4年 4月12日㊋ 18：30～　場所：ときわ会館　大ホール

埼玉大学社会調査研究センターが2018年に実施したアンケート調査では

賛成は36％。旧浦和市は58％が反対

地元住民からの要望書（約1,000名の署名付き）が提出され、やっとこの説明会が開催することになりました。
経緯、説明、情報提供等が全くなく、ないがしろにされていた住民にとって、ここからがスタートです。

清水市長と執行部が今まで、近隣住民、市民等に十分な説明もせず
独断的で強引に進めてきた市役所移転問題。

浦和区自治連合会から議会に提出された請願を受け、令和４年２月議会で以下決議を
承認しました。市長、執行部がどのように対処していくのか注視していきます。

さいたま市役所移転問題に関する地元説明会

さいたま市役所近隣住民商店有志一同により「さいたま市庁舎移転計画の近隣説明会等開催の要望書」を提出（令和3年12月） 市役所近隣住民約1000人の署名簿

市庁舎移転計画に関して浦和区自治会連合会の意向を最大限尊重することを求める決議

1 市の様々な計画や構想との整合性及び移転建て替えに方針決定した理由並びに基本構想の内容を丁寧かつ明確に
説明すること。

2 将来的にも県都として風格ある魅力的なまちとなるために、浦和全体の発展を考慮した「まちづくりビジョン」
を策定するとともに、「アクションプラン」において、より具体化を図ること。

3
現庁舎地の利活用を検討するに当たり、現地建て替えを含む課題の整理を行い公表するとともに、防災拠点機能
を含む施設の具体的な方向性について、浦和区自治会連合会を始めとする周辺団体及び住民の意見等を聴取の上、
精力的に検討すること。

4 まちづくりの体制については、浦和を含む都心の部局横断的な組織を創設し、アフターコロナを見据えた柔軟な
計画体制を構築するとともに、市民参加の工夫を施し、将来にわたり魅力的なまちづくりを進めること。

※説明会に参加できない人は、メールで意見を言えます。メールアドレス　　 toshi-keiei@city.saitama.lg.jp

○何故新都心のあの場所なのか？
○現地建て替えではいけないのか？
○現市役所の耐震工事に約50億円かけたのに移転？
○コロナ対策、アフターコロナで税金が必要な時期に数百億円を使って今移転する必要があるのか？
○移転した場合浦和のまち、誇り、ステータスはどうなってしまうのか？
○跡地周辺、浦和の経済はどうなってしまうのか？
様々な疑問点、確認したいこと、要望を市長にぶつける初めての機会です。是非多くの皆さまの参加をお願
いします。市役所移転には議会の３分の２以上が賛成しなければ可決されない特別決議が必要です。現在可
決できる議員数には至っていません。市民、近隣住民、議員を納得させるためには十分に時間をかけた丁寧
な説明と意見交換が必要です。地域住民の合意形成と、将来の浦和のまちの方向性、少なくとも現地建て替え、
新都心移転の費用対効果等の比較ができなければ、判断することはできません。



浦和駅西口南高砂地区市街地再開発事業・市民会館うらわについて

★浦和区まちづくり推進事業★

★文教都市浦和（さいたま）の推進事業★

○うなぎのまち浦和PR事業
○サッカー「さいたまシティカップ」の開催
○浦和区絵画作品展事業
○中学生女子サッカー教室（駒場）

規　　　　模：地上27階、地下2階
主 な 用 途：居住施設 6F～27F（525戸）
公共公益施設：2F～5F
商業業務施設：1F～4F
駐　 車　 場：B1F～B2F（408台）

導入する公共施設 ①市民会館うらわ 	 施設概要▶ホール、集会室、展示室、スタジオ、和室等
②子育て支援センターうらわ 	 施設概要▶相談室、一時預かりスペース

浦和バプテスト保育園（63名） 北 浦 和 ひ な た 保 育 園（90名） 浦和本太はばたき保育園（60名）
うぐす保育園浦和本太（90名） ピンクライオン保育園（90名） 浦 和 セ ン タ ー 保 育 園（19名）

令和４年４月１日。仲本小学校、常盤小学校学区内へ放課後児童クラブ２カ所が開設予定です。

○トイレ改修令和３年実施済校：高砂小
○令和４年度実施予定校：本太小、木崎小、上木崎小、岸中

○�浦和区文化の小径マップを活用した
ウォーキングイベント

○東西連携による浦和区民祭り

令和4年4月開所予定の認可保育所等（浦和区）

新規放課後児童クラブが開設

浦和区内小中学校のトイレ改修工事等

児童や歩行者の安全対策推進

•令和4年4月中旬～ ：解体除去工事（令和5年3月末に完了予定）

•令和5年1月上旬～ ：施設建築物工事（令和8年6月末に完成予定）

•令和8年9月～10月：再開発ビルグランドオープン（見込み）

○仲本小：電気設備工事
○大原中：スプリンクラー工事

点字ブロックの修繕 仲町平和通りの改修 岸町小前の遊歩道整備 岸町小のスクールゾーン補修



さいたま市動物愛護ふれあいセンターや浦和駅東
口広場等で、年に10回程度実施しています。皆様、
殺処分ゼロにご協力下さい！
さいたま市動物愛護ふれあいセンター

048-840-4150

動物愛護団体による
犬・ネコの譲渡会に場所を提供します。

市民生活など身近な問題、市政への要望等お気軽にご相談下さい
さいたま市浦和区仲町4－3－10
（さいたま市役所・浦和区役所正門前）

TEL 048－861－2345
FAX 048－861－5756

（殺処分ゼロ。ようやく達成できました！）

さいたま市議会議員　ほあしかずゆき事務所

＜資格・役職＞ MBA・税理士・行政書士・経済学修士、さいたま市なぎなた連盟会長、浦和区子ども会育成連合会会長

災害時はペット同伴で避難できます。一緒に避難所へ

犬猫の譲渡会
殺処分数 H30 R1 R2 R3
犬 7 2 0 0

ねこ 6 3 2 0

浦和区内自主防災組織数 83自治会 わずか35パーセント。防災倉庫を設置したくても場所の確
保ができない自治会が多くあります。多発する災害に備え
て、地元、行政工夫の上早急に設置する必要があります。上記の内、自主防災倉庫保有自治会 29自治会

浦和区領家にある『さくら草学園』は、指定管理者制度により
社会福祉事業団が管理運営を行う市の児童発達支援センターです。

旧浦和市時代の昭和48年に開設された歴史ある施設ですが、半世紀近くが経過し
施設の老朽化・狭隘化が著しいことから、この度、浦和区駒場の日通寮跡地への
移転事業が進められています。新たに新築される２階建ての施設は、令和７年度
当初の開所予定となっていますが、多目的トイレやエレベーターなど最新の設備
を導入し、延べ床面積も1.5倍程度に拡大され、指導訓練室や相談室も増設されて
おり、これまで以上に充実した障害児療育事業への取り組みが期待されています。

令和3年度、初めて動物殺処分ゼロを達成しました！！
動物愛護団体、里親団体、地域の皆様、そしてさいたま市動物愛護ふれあいセンター、動物を愛する皆様のご尽力の
おかげです。最近でも利益のため多頭飼育、強制交配、動物廃棄等動物虐待が多く行われました。人間として恥ずべ
き行為であります。しかし、「ペットも家族、同じ命」の思いのもと、関係者がお互いに力を合わせて頑張ってきた結
果だと思います。これからもさいたま市は動物に優しいまちとして、維持・推進していきたい
と思います。今後とも皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いします。

常盤公園が令和４年度秋に完成し
防災拠点となります。

ボール遊び禁止だった公園が、管理者の工夫で安全なボール遊びは 
できるようになりました。皆さんルールとマナーを守って遊びましょう。

市内で犬猫等の譲渡活動を行う団体や個人
の方への支援をしています。また、飼い主の 
いない猫の避妊去勢手術の補助もしています。

自主防災倉庫の設置促進

★ペットと幸せに暮らせるまち★　殺処分ゼロを達成しました！！

防災対策・公園の安全対策

ホームページ

『さくら草学園』が移転新築されます 現さくら草学園
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うらわ学園

本太中学校

さいたま市議会自由民主党議員団　ほあしかずゆき
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